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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第１四半期連結
累計期間

第58期
第１四半期連結
累計期間

第57期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 34,519,434 35,404,842 131,008,203

経常利益 （千円） 3,345,245 2,681,320 10,054,710

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 2,155,556 △579,135 4,486,859

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 990,989 △1,807,738 8,118,437

純資産額 （千円） 72,444,962 76,629,309 79,035,748

総資産額 （千円） 123,252,622 133,434,408 131,036,050

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 76.04 △20.40 158.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.8 57.4 60.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 2,142,546 979,887 9,498,296

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,725,212 △2,303,688 △8,540,849

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △356,341 △174,017 △2,296,093

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 8,031,536 6,360,868 7,807,308

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）」としております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

なお、第１四半期連結累計期間において、株式会社フジシールサウスイーストアジアは平成27年４月１日付で当

社の連結子会社である株式会社フジシールに吸収合併されましたので、当社の関係会社（連結子会社）が１社減少

しております。

これに伴い、当第１四半期連結会計期間より報告セグメント区分の見直しをしております。詳細は、「第４　経

理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、わが国では政府や日銀による経済政策や金

融政策を背景とした円安基調の継続や原油安の影響により、企業収益の改善や所得環境の改善など、景気は緩やか

な回復基調が続いております。一方で、中国経済の減速や欧州における債務問題により世界経済への影響が懸念さ

れるなど、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

このような環境のなかで、当社グループでは「包んで価値を 日々新たなこころで 創造します」を経営理念に

「お客様のパッケージへのニーズを理解し、差別化した商品・サービスを提供し、お客様に一番に指名され続ける

パートナーとなる」の基本方針のもと、お客様にとって価値ある商品・サービスを提供してまいりました。

また、2017年度の連結売上高1,500億円、営業利益率９％を経営指標とする中期経営計画の達成に向け、事業の

継続的な成長を通して企業価値の向上に努めております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高354億４百万円（前年同期比2.6％増）、営業利

益31億２百万円（前年同期比2.8％減）、連結子会社間の資金の貸借取引などに伴う為替差損の計上により経常利

益26億81百万円（前年同期比19.8％減）、連結子会社Fuji Seal Poland Sp.zo.o.（ポーランド）の火災に伴う費

用など20億37百万円を特別損失に計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は５億79百万円（前年同期は

親会社株主に帰属する四半期純利益21億55百万円）となりました。なお、特別損失の一部は、受取保険金で補てん

される見込みであります。

セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

（日本）

シュリンクラベルは売上高118億６百万円（前年同期比1.7％増）、タックラベルは売上高27億72百万円（前年同

期比6.2％増）、ソフトパウチは売上高23億69百万円（前年同期比18.9％増）、機械は売上高19億52百万円（前年

同期比4.7％増）、その他は売上高27億６百万円（前年同期比10.1％増）となりました。

その結果、日本全体の売上高は216億８百万円（前年同期比5.2％増）、また損益面では、売上高の増加や生産性

の向上などにより営業利益は33億22百万円（前年同期比32.9％増）となりました。

 

（米州）

シュリンクラベルは売上高59億88百万円（前年同期比18.0％増、現地通貨ベース1.8％増）、その他ラベルは売

上高３億78百万円（前年同期比2.1％増、現地通貨ベース12.0％減）、機械は売上高５億91百万円（前年同期比

62.9％増、現地通貨ベース40.5％増）となりました。

その結果、米州全体では売上高70億10百万円（前年同期比20.2％増、現地通貨ベース3.7％増）、また損益面で

は先行投資による減価償却費の増加などにより営業利益４億99百万円（前年同期比26.1％減、現地通貨ベース

36.3％減）となりました。

 

（欧州）

シュリンクラベルはポーランドの火災の影響により売上高23億34百万円（前年同期比29.1％減、現地通貨ベース

25.6％減）、機械は売上高５億16百万円（前年同期比5.7％減、現地通貨ベース0.9％減）となりました。

その結果、欧州全体での売上高31億８百万円（前年同期比19.8％減、現地通貨ベース15.7％減）となりました。

損益面では外注費の増加などにより営業損失４億26百万円（前年同期は営業利益１億53百万円）となりました。

 

（ＰＡＧＯ）

タックラベルは売上高39億31百万円（前年同期比12.5％減、現地通貨ベース8.1％減）、損益面では営業損失３

億円（前年同期は営業損失30百万円）となりましたが、前期策定の収益力改善を目的としたリバイバルプランの効

果を下期より見込んでおります。
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（アセアン）

インドネシア、ベトナムでの販売が増加し売上高は４億94百万円（前年同期比17.3％増）となりました。損益面

では売上高の増加などにより営業利益14百万円（前年同期は営業損失45百万円）となりました。なお、当期よりセ

グメント区分を変更しており、前年同期数値を当期ベースに組替えております。

 

（２）資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,334億34百万円となり、前連結会計年度末と比較し23億98百万

円の増加となりました。

その主な要因は、現金及び預金が８億５百万円増加したこと及び受取手形及び売掛金（電子記録債権を含む）が

季節的な要因による売上高の増加で34億７百万円増加したこと、流動資産（その他）のうち未収入金が保険金の受

取などにより12億24百万円減少したことなどによるものであります。

負債合計は568億５百万円で、前連結会計年度末と比べ48億４百万円の増加となりました。これは、支払手形及

び買掛金（電子記録債務を含む）が21億93百万円増加したこと及び短期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含

む）が32億97百万円増加したことなどによるものであります。

純資産合計は、利益剰余金が11億77百万円減少したこと及び為替変動による為替換算調整勘定が12億５百万円変

動したことなどにより、前連結会計年度末に比べ24億６百万円減少し766億29百万円となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、９億79百万円の収入（前年同期は21億42百

万円の収入）となりました。これは税金等調整前四半期純利益５億97百万円を計上し、減価償却費16億20百万円、

賞与引当金の増加額４億43百万円、たな卸資産の減少額５億46百万円、仕入債務の増加額23億42百万円及び保険金

の受取額10億３百万円などによる収入と、売上債権の増加額41億５百万円及び法人税等の支払額（又は還付額）20

億85百万円などによる支出によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、23億３百万円の支出（前年同期は27億25百万円の支出）となりました。

これは、設備投資に伴う有形固定資産の取得による支出22億24百万円などによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億74百万円の支出（前年同期は３億56百万円の支出）となりました。

これは、借入金の純増加額４億46百万円と配当金の支払額５億98百万円などによるものであります。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ14億46百

万円減少の63億60百万円となりました。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、587百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,080,978 30,080,978
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 30,080,978 30,080,978 － －

 

(２)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(４)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(５)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日

～平成27年６月30日
－ 30,080,978 － 5,990,186 － 6,827,233

 

(６)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(７)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 1,594,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　28,426,400 284,264 －

単元未満株式 普通株式　　　59,878 －
一単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 30,080,978 － －

総株主の議決権 － 284,264 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式200株（議決権２個）が含まれており

ます。

２．三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式100,000株（議決権の数1,000

個）につきましては、「完全議決権株式（その他）」に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社フジシール

インターナショナル

大阪市淀川区宮原

４丁目１番９号
1,594,700 － 1,594,700 5.3

計 － 1,594,700 － 1,594,700 5.3

（注）三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式100,000株は、上記自己株式に含め

ておりません。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

なお、提出日までの期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

執行役 欧州担当
Joaquin Muntane

ホアキン　ムンタネ
平成27年７月１日

 

（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性　15名　女性　１名　（役員のうち女性の比率6.3％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,908,628 8,714,418

受取手形及び売掛金 30,465,399 33,443,179

電子記録債権 3,861,445 4,291,281

商品及び製品 7,394,086 6,539,111

仕掛品 2,639,976 3,026,419

原材料及び貯蔵品 6,270,927 5,830,517

繰延税金資産 960,080 1,065,305

その他 4,666,330 4,027,928

貸倒引当金 △115,085 △82,759

流動資産合計 64,051,789 66,855,401

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,177,757 17,838,653

機械装置及び運搬具（純額） 25,124,841 24,580,836

土地 7,069,528 7,012,861

リース資産（純額） 297,571 269,796

建設仮勘定 4,699,301 5,417,367

その他（純額） 882,965 814,453

有形固定資産合計 56,251,965 55,933,968

無形固定資産   

のれん 78,919 72,567

その他 1,476,417 1,508,321

無形固定資産合計 1,555,337 1,580,888

投資その他の資産   

投資有価証券 6,719,660 6,625,465

繰延税金資産 727,920 697,993

退職給付に係る資産 1,128,174 1,152,627

その他 678,467 664,013

貸倒引当金 △77,266 △75,951

投資その他の資産合計 9,176,957 9,064,149

固定資産合計 66,984,260 66,579,006

資産合計 131,036,050 133,434,408
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,468,801 15,707,064

電子記録債務 5,366,230 6,321,271

短期借入金 4,130,139 7,027,261

1年内返済予定の長期借入金 1,260,000 1,660,000

リース債務 70,448 65,267

未払金 4,429,816 3,926,828

未払法人税等 1,575,478 973,977

賞与引当金 1,120,087 1,561,147

その他 5,995,523 6,970,545

流動負債合計 38,416,525 44,213,364

固定負債   

社債 5,000,000 5,000,000

長期借入金 2,230,000 1,540,000

リース債務 168,654 146,748

繰延税金負債 2,701,523 2,537,273

退職給付に係る負債 3,125,420 3,007,373

その他 358,178 360,339

固定負債合計 13,583,776 12,591,734

負債合計 52,000,301 56,805,099

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,990,186 5,990,186

資本剰余金 6,233,090 6,233,090

利益剰余金 60,575,272 59,397,926

自己株式 △3,301,159 △3,301,649

株主資本合計 69,497,389 68,319,553

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,136,681 1,026,433

繰延ヘッジ損益 △12,977 13,085

為替換算調整勘定 9,651,838 8,446,393

退職給付に係る調整累計額 △1,237,182 △1,176,156

その他の包括利益累計額合計 9,538,359 8,309,755

純資産合計 79,035,748 76,629,309

負債純資産合計 131,036,050 133,434,408
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 34,519,434 35,404,842

売上原価 27,251,314 28,050,256

売上総利益 7,268,120 7,354,585

販売費及び一般管理費 ※１ 4,076,337 ※１ 4,251,811

営業利益 3,191,782 3,102,773

営業外収益   

受取利息 9,094 8,948

受取配当金 16,645 18,609

持分法による投資利益 107,483 143,268

その他 116,864 55,994

営業外収益合計 250,089 226,820

営業外費用   

支払利息 15,528 17,533

為替差損 35,334 544,489

その他 45,762 86,251

営業外費用合計 96,625 648,274

経常利益 3,345,245 2,681,320

特別利益   

固定資産売却益 25,028 12,768

その他 64 －

特別利益合計 25,092 12,768

特別損失   

固定資産除売却損 82,376 58,840

火災事故による損失額 － ※２ 2,037,746

その他 29,534 －

特別損失合計 111,910 2,096,586

税金等調整前四半期純利益 3,258,428 597,502

法人税、住民税及び事業税 1,236,849 1,437,772

法人税等調整額 △133,978 △261,134

法人税等合計 1,102,871 1,176,637

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,155,556 △579,135

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
2,155,556 △579,135
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,155,556 △579,135

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 46,800 △110,247

繰延ヘッジ損益 △1,134 26,063

為替換算調整勘定 △1,119,256 △1,124,049

持分法適用会社に対する持分相当額 △46,069 △81,395

退職給付に係る調整額 △44,906 61,025

その他の包括利益合計 △1,164,567 △1,228,603

四半期包括利益 990,989 △1,807,738

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 990,989 △1,807,738

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,258,428 597,502

減価償却費 1,479,720 1,620,561

火災事故による損失額 － 2,037,746

のれん償却額 7,457 8,125

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,266 △26,602

賞与引当金の増減額（△は減少） 411,284 443,058

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 16,956 △7,879

持分法による投資損益（△は益） △107,483 △143,268

固定資産除売却損益（△は益） 57,347 46,071

受取利息及び受取配当金 △25,740 △27,557

支払利息 15,528 17,533

為替差損益（△は益） 2,073 328,022

売上債権の増減額（△は増加） △5,064,154 △4,105,276

たな卸資産の増減額（△は増加） 537,700 546,180

仕入債務の増減額（△は減少） 2,805,838 2,342,016

未払金の増減額（△は減少） 201,907 △287,688

その他 508,472 771,614

小計 4,092,071 4,160,160

利息及び配当金の受取額 25,737 26,016

利息の支払額 △23,524 △24,796

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,951,737 △2,085,269

火災事故による支払額 － △2,099,699

保険金の受取額 － 1,003,475

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,142,546 979,887

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,743,084 △2,224,211

有形固定資産の売却による収入 36,985 49,506

無形固定資産の取得による支出 △163,699 △116,644

投資有価証券の取得による支出 △6,759 △6,587

貸付けによる支出 △7,299 △4,734

貸付金の回収による収入 172,366 5,811

その他 △13,720 △6,828

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,725,212 △2,303,688

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 618,863 736,720

長期借入金の返済による支出 △350,000 △290,000

自己株式の取得による支出 △66 △489

自己株式の売却による収入 17,679 －

配当金の支払額 △626,705 △598,211

その他 △16,111 △22,036

財務活動によるキャッシュ・フロー △356,341 △174,017

現金及び現金同等物に係る換算差額 △114,826 51,378

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,053,833 △1,446,440

現金及び現金同等物の期首残高 9,085,370 7,807,308

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 8,031,536 ※１ 6,360,868
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結会計期間において、株式会社フジシールサウスイーストアジアは当社の連結子会社である株式

会社フジシールに吸収合併されましたので、連結の範囲から除外しております。

 

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（株式付与ＥＳＯＰ信託）

当社は、平成24年２月７日開催の取締役会において、当社及び当社グループ従業員に対して当社の業績や株価

への意識を高めるなど経営参画意識の向上を促すとともに、中長期的な企業価値を高めることを目的とした従業

員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、平成24年３月２日付で自己株式

100,000株について、「三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）」（以下「株式付与信託

口」）に対して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

当該自己株式の処分に関する会計処理については、経済的実態を重視する観点から、当社と株式付与信託口は

一体であるとする会計処理をしており、株式付与信託口が所有する当社株式や株式付与信託口の資産及び負債並

びに費用及び収益については、四半期連結財務諸表に含めて計上しております。このため、自己株式数について

は、株式付与信託口が所有する当社株式を自己株式数に含めて記載しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末において、株式付与信託口が所有する当社株式数（自己株式）は総額法の

適用により連結貸借対照表の純資産の部の自己株式として表示しており、計上額は138,100千円、株式数は

100,000株であります。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
 前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
   至 平成26年６月30日）

 当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
   至 平成27年６月30日）

給与手当 1,528,454千円 1,616,914千円

賞与引当金繰入額 216,465 215,112

貸倒引当金繰入額 △170,010 △5,584

 

※２　火災事故による損失額

平成26年12月に発生した当社の連結子会社 Fuji Seal Poland Sp.zo.o.（ポーランド）の火災事故による操業

停止期間中の固定費等や生産移管費用1,256,307千円及び復旧等にかかる費用781,439千円であります。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

現金及び預金勘定 8,329,840千円 8,714,418千円

当座借越 △298,303 △2,353,549

現金及び現金同等物 8,031,536 6,360,868
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月21日

取締役会
普通株式 626,705 22 平成26年３月31日 平成26年６月５日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当の基準日である平成26年３月31日現在で従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付与

ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（自己株式）142,400株に対する配当金3,132千円を含んでおります。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月19日

取締役会
普通株式 598,211 21 平成27年３月31日 平成27年６月２日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当の基準日である平成27年３月31日現在で株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社

株式（自己株式）100,000株に対する配当金2,100千円を含んでおります。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結
財務諸表計
上額(注２) 日本 米州

欧州

（注３）

ＰＡＧＯ

（注３）
アセアン 合計

売上高         

外部顧客への売上高 20,258,641 5,823,955 3,539,931 4,475,627 421,278 34,519,434 － 34,519,434

セグメント間の内部

売上高又は振替高
284,987 6,355 335,444 16,807 － 643,594 △643,594 －

計 20,543,629 5,830,310 3,875,375 4,492,435 421,278 35,163,029 △643,594 34,519,434

セグメント利益又は

損失（△）
2,501,018 676,449 153,662 △30,753 △45,177 3,255,199 △63,416 3,191,782

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△63,416千円は、主に未実現損益消去などのセグメント間取引消去でありま

す。

２．各報告セグメントのセグメント利益又は損失の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一

致しております。

３．ＰＡＧＯグループでは、下記地域において事業展開を行っており、同社グループの欧州における事業領域を

「ＰＡＧＯ」としております。

４．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

米州：アメリカ、メキシコ

欧州：イギリス、オランダ、フランス、スペイン、ポーランド

ＰＡＧＯ：スイス、ドイツ、イタリア

アセアン：インドネシア、ベトナム

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社フジシールインターナショナル(E00725)

四半期報告書

16/20



Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結
財務諸表計
上額(注２
)

 日本 米州
欧州

（注３）

ＰＡＧＯ

（注３）
アセアン 合計

売上高         

外部顧客への売上高 21,286,638 6,920,433 2,809,983 3,893,481 494,305 35,404,842 － 35,404,842

セグメント間の内部

売上高又は振替高
321,906 89,737 298,889 37,623 40 748,198 △748,198 －

計 21,608,544 7,010,171 3,108,872 3,931,105 494,346 36,153,040 △748,198 35,404,842

セグメント利益又は

損失（△）
3,322,737 499,596 △426,852 △300,434 14,244 3,109,291 △6,517 3,102,773

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△6,517千円は、主に未実現損益消去などのセグメント間取引消去及び報告

セグメントに帰属しない損益の調整であります。

２．各報告セグメントのセグメント利益又は損失の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一

致しております。

３．ＰＡＧＯグループでは、下記地域において事業展開を行っており、同社グループの欧州における事業領域を

「ＰＡＧＯ」としております。

４．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

米州：アメリカ、メキシコ

欧州：イギリス、オランダ、フランス、スペイン、ポーランド

ＰＡＧＯ：スイス、ドイツ、イタリア

アセアン：インドネシア、ベトナム

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結累計期間において、株式会社フジシールサウスイーストアジアがアセアンの生産体制の確

立、営業メンバーの現地化を経て、設立当初の主目的を達成したことに伴い、当社の連結子会社である株式会社

フジシールに吸収合併されたため、当第１四半期連結累計期間より株式会社フジシールサウスイーストアジアの

事業を「アセアン」から「日本」にセグメント区分の見直しをしております。

これに伴い、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成してお

り、前第１四半期連結累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」に

記載しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

重要なものはありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
76円04銭 △20円40銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

2,155,556 △579,135

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）

2,155,556 △579,135

普通株式の期中平均株式数（株） 28,347,011 28,386,143

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額」の算定上の基礎となる自己株式数には、従

業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式を含めております。これは当社と信

託口が一体であるとする会計処理に基づき、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株

式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式を含めて自己株式として処理しているためであります。

なお、当該自己株式として処理している株式数は、以下のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

期中平均株式数
従業員持株ＥＳＯＰ信託口 39,664 －

株式付与ＥＳＯＰ信託口 100,000 100,000

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成27年５月19日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・598,211千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・平成27年６月２日

（注）１．平成27年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録した株主に対し、支払いを行いました。

２．上記の配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（自己株式）に対する配当金

を含んでおります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月７日

株式会社フジシールインターナショナル

取 締 役 会　 御 中
 

有限責任監査法人トーマツ
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後　藤　紳 太 郎　　印  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 生　越　栄 美 子　　印  

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

シールインターナショナルの平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２

７年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジシールインターナショナル及び連結子会社の平成２７年

６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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